
文の要素と品詞(語・句・節）の対応

(～が、～は)

(～する、～である)

(～を、～に)

(～に、～だと)

英文解釈トレーニングで重要なこと

●文の要素（ＳＶＯ・・）によって、言葉の意味付
けが行われることを理解すること

●ＳＶＯ・・と品詞の対応を理解すること

●英文を解釈するとき

①どこまでが語で、どこまでが句で、どこまでが
節かを見分けること

②見分けた語、句、節が、

・どの品詞（名詞・動詞・形容詞・副詞）か？、
どの文の要素（Ｓ、Ｖ、Ｏ、Ｃ、Ｍ）か？

・修飾であれば、どの語や句や節を、どのよう
に修飾するのか？

を見分けること

以上を、最初は、十分に意識して英文を読むト
レーニングをしていると・・・・・

①いつの間にか、無意識に見分けがつくように
なります。

②さらに、トレーニングを続けると、次に来る言
葉が予測できるようになります。

単語の意味を調べて、和訳するだけでは、この
ような能力はつきません。


